
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受信信号から振幅値を検出する振幅値検出手段と、
　前記振幅値検出手段により検出された振幅値に基づいて、符号判定点を検出する符号判
定点検出手段と、
　前記振幅値検出手段により検出された振幅値に基づいて、符号変化点を検出する符号変
化点検出手段と、
　

信号の大きさと雑音の大きさとの
関係を検出する雑音検出手段と
　を備えることを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　受信信号から振幅値を検出する振幅値検出ステップと、
　前記振幅値検出ステップで検出された振幅値に基づいて、符号判定点を検出する符号判
定点検出ステップと、
　前記振幅値検出ステップで検出された振幅値に基づいて、符号変化点を検出する符号変
化点検出ステップと、
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前記符号判定点検出手段により検出された符号判定点における第１の受信電力から、前
記符号変化点検出手段により検出された符号変化点における第２の受信電力を減算して得
られた第１の電力信号と、前記第２の受信電力から所定の定数が乗算された前記第１の受
信電力を減算して得られた第２の電力信号との比から、

前記符号判定点検出ステップで検出された符号判定点における第１の受信電力から、前



信号の大きさと雑音の大きさとの
関係を検出する雑音検出ステップと
　を含むことを特徴とする情報処理方法。
【請求項３】
　受信信号から振幅値を検出する振幅値検出ステップと、
　前記振幅値検出ステップで検出された振幅値に基づいて、符号判定点を検出する符号判
定点検出ステップと、
　前記振幅値検出ステップで検出された振幅値に基づいて、符号変化点を検出する符号変
化点検出ステップと、
　

信号の大きさと雑音の大きさとの
関係を検出する雑音検出ステップと
　を含む処理を情報処理装置に実行させるコンピュータが読み取り可能なプログラムを提
供することを特徴とする提供媒体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は情報処理装置および方法、並びに提供媒体に関し、特に、符号判定点（アイパタ
ーン観測において、アイの開いているところ）と符号変化点（ゼロクロス点）のレベル差
を検出することにより、 C/N（ Carrier to Noise）比を高速に検出できるようにした情報
処理装置および方法、並びに提供媒体に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、衛星放送の電波を受信し、受信信号から C/N比を検出する場合、復調したときに生
じる誤り、または、理想シンボルコンスタレーションからのベクトルエラー、すなわち、
理想シンボル点からのずれを検出するようにしている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、このように、復調したときに生じる誤り、または、理想シンボルコンスタ
レーションからのベクトルエラー、すなわち、理想シンボル点からのずれを検出して C/N
比を測定するためには、受信した信号を一旦復調する必要がある。従って、キャリア周波
数同期が完全に捕れている必要があるため、 C/N比を検出するのに時間がかかり、高速な C
/N比検出が困難である課題があった。
【０００４】
本発明はこのような状況に鑑みてなされたものであり、 C/N比を高速に検出できるように
するものである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　請求項１に記載の情報処理装置は、受信信号から振幅値を検出する振幅値検出手段と、
振幅値検出手段により検出された振幅値に基づいて、符号判定点を検出する符号判定点検
出手段と、振幅値検出手段により検出された振幅値に基づいて、符号変化点を検出する符
号変化点検出手段と、

信号の大きさと雑音の大きさと
の関係を検出する雑音検出手段とを備えることを特徴とする。
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記符号変化点検出ステップで検出された符号変化点における第２の受信電力を減算して得
られた第１の電力信号と、前記第２の受信電力から所定の定数が乗算された前記第１の受
信電力を減算して得られた第２の電力信号との比から、

前記符号判定点検出ステップで検出された符号判定点における第１の受信電力から、前
記符号変化点検出ステップで検出された符号変化点における第２の受信電力を減算して得
られた第１の電力信号と、前記第２の受信電力から所定の定数が乗算された前記第１の受
信電力を減算して得られた第２の電力信号との比から、

符号判定点検出手段により検出された符号判定点における第１の受
信電力から、符号変化点検出手段により検出された符号変化点における第２の受信電力を
減算して得られた第１の電力信号と、第２の受信電力から所定の定数が乗算された第１の
受信電力を減算して得られた第２の電力信号との比から、



【０００６】
　請求項２に記載の情報処理方法は、受信信号から振幅値を検出する振幅値検出ステップ
と、振幅値検出ステップで検出された振幅値に基づいて、符号判定点を検出する符号判定
点検出ステップと、振幅値検出ステップで検出された振幅値に基づいて、符号変化点を検
出する符号変化点検出ステップと、

信号の大きさと雑
音の大きさとの関係を検出する雑音検出ステップとを含むことを特徴とする。
【０００７】
　請求項３に記載の提供媒体は、受信信号から振幅値を検出する振幅値検出ステップと、
振幅値検出ステップで検出された振幅値に基づいて、符号判定点を検出する符号判定点検
出ステップと、振幅値検出ステップで検出された振幅値に基づいて、符号変化点を検出す
る符号変化点検出ステップと、

信号の大きさと雑音の
大きさとの関係を検出する雑音検出ステップと含む処理を情報処理装置に実行させるコン
ピュータが読み取り可能なプログラムを提供することを特徴とする。
【０００８】
　請求項１に記載の情報処理装置、請求項２に記載の情報処理方法、および請求項３に記
載の提供媒体においては、受信信号から振幅値が検出され、検出された振幅値に基づいて
、符号判定点が検出され、検出された振幅値に基づいて、符号変化点が検出され、検出さ
れた符号判定点 と符号変化点 から、信号の 雑
音 が検出される。
【０００９】
【発明の実施の形態】
以下に本発明の実施の形態を説明するが、特許請求の範囲に記載の発明の各手段と以下の
実施の形態との対応関係を明らかにするために、各手段の後の括弧内に、対応する実施の
形態（但し一例）を付加して本発明の特徴を記述すると、次のようになる。但し勿論この
記載は、各手段を記載したものに限定することを意味するものではない。
【００１０】
　請求項１に記載の情報処理装置は、受信信号から振幅値を検出する振幅値検出手段（例
えば、図５の振幅抽出器８５）と、振幅値検出手段により検出された振幅値に基づいて、
符号判定点を検出する符号判定点検出手段（例えば、図５のアイセンタ測定器８６）と、
振幅値検出手段により検出された振幅値に基づいて、符号変化点を検出する符号変化点検
出手段（例えば、図５のゼロクロス点測定器９０）と、符号判定点検出手段により検出さ
れた符号判定点における 、符号変化点検出手段により検出された符号
変化点における

信号の大きさと雑音の大きさとの関係を検出する雑音検出手段（例えば、図５の乗算器
９２）とを備えることを特徴とする。
【００１１】
図１は、送信装置１の構成例を表している。送信信号は、スイッチ１１に供給される。ユ
ニークワード生成部１２は、ユニークワードＷ１（詳細は、図１３を参照して後述する）
を生成し、スイッチ１１に供給する。スイッチ１１は、供給された送信する信号と、ユニ
ークワード生成部１２より供給されたユニークワードＷ１の出力を切り換え、その出力を
スイッチ１３に供給する。スイッチ１３は、スイッチ１１より供給された入力データまた
はユニークワードＷ１と、ユニークワード生成部１４により生成されたユニークワードＷ
２（詳細は、図１３を参照して後述する）の一方を選択し、畳み込み符号化部１５へ出力
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符号判定点検出ステップで検出された符号判定点にお
ける第１の受信電力から、符号変化点検出ステップで検出された符号変化点における第２
の受信電力を減算して得られた第１の電力信号と、第２の受信電力から所定の定数が乗算
された第１の受信電力を減算して得られた第２の電力信号との比から、

符号判定点検出ステップで検出された符号判定点における
第１の受信電力から、符号変化点検出ステップで検出された符号変化点における第２の受
信電力を減算して得られた第１の電力信号と、第２の受信電力から所定の定数が乗算され
た第１の受信電力を減算して得られた第２の電力信号との比から、

における受信電力 における受信電力 大きさと
の大きさとの関係

第１の受信電力から
第２の受信電力を減算して得られた第１の電力信号と、第２の受信電力か

ら所定の定数が乗算された第１の受信電力を減算して得られた第２の電力信号との比から
、



する。
【００１２】
畳み込み符号化部１５は、スイッチ１３より供給されるデータに対して、符号化率 1/2の
畳み込み符号化処理を施し、 QASK（ Quadrature Amplitude Shift Keying）マッピング部
１６に供給する。 QASKマッピング部１６は、畳み込み符号化部１５より供給されたデータ
を、所定の信号にマッピング変調し、その同相成分Ｉ信号と直交成分Ｑ信号を、 QAM（ Qua
drature Amplitude Modulation）変調部１７にそれぞれ出力する。 QAM変調部１７は、供
給された同相成分Ｉ信号と直交成分Ｑ信号を QAM変調し、ナイキストフィルタ１８に供給
する。ナイキストフィルタ１８は、供給された信号をフィルタ処理し、直交変調部１９に
供給する。直交変調部１９は、供給された信号を直交変調し、 RF（ Radio Frequency）信
号を生成し、伝送路２に送信する。
【００１３】
図２は、衛星回線などの伝送路２を模式的に表したものである。送信装置１から送信され
た RF信号は、乗算部２１に供給される。乗算部１は、供給された信号に周波数オフセット
を乗算し、加算部２２に出力する。加算部２２は、供給された信号にノイズを加算し、受
信装置３に送信する。
【００１４】
図３は、受信装置３の構成例を表している。受信された RF信号は、 AGC（ Automatic Gain 
Controller）３１に供給される。 AGC３１は、供給された信号の振幅が一定になるように
制御して、シンボルクロック生成回路３２に出力する。シンボルクロック生成回路３２（
詳細は、図４を参照して後述する）は、シンボルポジション（シンボルクロック）を生成
し、タイミング信号発生回路３３に出力する。また、シンボルクロック生成回路３２は、
AGC３１より供給された信号を、内部で生成したシンボルポジションに同期して補間し、
補間信号を、 C/Nメータ３４およびキャリア再生回路３６に出力する。
【００１５】
タイミング信号発生回路３３は、シンボルクロック生成回路３２より供給されたシンボル
ポジションからゼロクロスタイミング信号およびピークタイミング信号を生成し、 C/Nメ
ータ３４に出力する。
【００１６】
C/Nメータ３４（詳細は、図５乃至図７を参照して後述する）は、供給された信号から符
号判定点と符号変化点を計測し、その電力比を表示回路３５に出力する。表示回路３５は
、供給された信号を表示する。
【００１７】
キャリア再生回路３６（詳細は、図８および図９を参照して後述する）は、シンボルクロ
ック生成回路３２より供給された補間信号からキャリアを再生し、データ判定回路３７に
出力する。
【００１８】
データ判定回路３７は、キャリア再生回路３６から供給された信号から、シンボル（デー
タ）を判定し、判定したシンボルをユニークワード検出回路３８に出力する。
【００１９】
ユニークワード検出回路３８（詳細は、図１０を参照して後述する）は、予めユニークワ
ードが設定されており、データ判定回路３７より供給された信号との相関をとり、その相
関値が所定の閾値以上となったとき、ユニークワードを検出したことを示す検出信号をフ
レーム同期検出回路３９に出力する。
【００２０】
フレーム同期検出回路３９（詳細は、図１４を参照して説明する）は、ユニークワード検
出回路３８より供給された信号からフレームの同期信号を検出し、その検出結果をマイク
ロコンピュータ（以下、マイコンと称する）４０に出力する。
【００２１】
マイコン４０は、 C/Nメータ３４より供給された信号と、フレーム同期検出回路３９より
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供給された検出結果から、フレームに同期しているか否かを判定し、キャリア再生回路３
６に掃引する周波数ステップ幅を変化させる信号を出力する。
【００２２】
図４は、図３のシンボルクロック生成回路３２の構成例を表している。インタポレータ５
１は、 AGC３１より供給された信号を、後述するタイミングコントローラ６６より供給さ
れたシンボルポジションに同期して補間し、補間信号を C/Nメータ３４および誤差検出器
５２に出力する。
【００２３】
誤差検出器５２は、供給された信号の誤差を検出する。誤差検出器５２の分離部５３は、
インタポレータ５１より供給された信号を同相成分Ｉ信号と直交成分Ｑ信号に分離し、同
相成分Ｉ信号を加算部５４および遅延部５５に出力し、直交成分Ｑ信号を加算部５８およ
び遅延部５９に出力する。
【００２４】
加算部５４は、分離部５３より供給された同相成分Ｉ信号と、遅延部５５により１サンプ
ル分だけ遅延された信号を加算し、平均値生成部５６に出力する。平均値生成部５６は、
供給された信号の平均値を演算し、乗算部５７に出力する。乗算部５７は、供給された信
号を２乗し、加算部６２に出力する。
【００２５】
一方、加算部５８は、分離部５３より供給された直交成分Ｑ信号と、遅延部５９により１
サンプル分だけ遅延された信号を加算し、平均値生成部６０に出力する。平均値生成部６
０は、供給された信号の平均値を演算し、乗算部６１に出力する。乗算部６１は、供給さ
れた信号を２乗し、加算部６２に出力する。
【００２６】
加算部６２は、乗算部５７より供給された信号と乗算部６１より供給された信号を加算し
、減算部６３および遅延部６４に出力する。減算部６３は、加算部６２より供給された信
号と、遅延部６４により１サンプル分だけ遅延された信号を減算する。すなわち、これに
より、１サンプル前の値と現在の値との誤差が演算される。この誤差は、 LPF（ Low Pass 
Filter）６５に出力される。
【００２７】
LPF６５は、供給された誤差信号の高域周波数成分をカットし、低域周波数成分のみを通
過し、タイミングコントローラ６６に出力する。タイミングコントローラ６６は、供給さ
れた信号からシンボルポジションを生成し、インタポレータ５１およびタイミング信号発
生回路３３に出力する。
【００２８】
図５は、図３の C/Nメータ３４の構成例を表している。シンボルクロック生成回路３２の
インタポレータ５１から出力された補間信号は、分離器８１に供給される。分離器８１は
、供給された信号を同相成分Ｉ信号と直交成分Ｑ信号に分離し、同相成分Ｉ信号をナイキ
ストフィルタ８２に出力し、直交成分Ｑ信号をナイキストフィルタ８３に出力する。ナイ
キストフィルタ８２は、供給された同相成分Ｉ信号をフィルタ処理し、合成器８４に出力
する。ナイキストフィルタ８３は、供給された直交成分Ｑ信号をフィルタ処理し、合成器
８４に出力する。合成器８４は、供給された同相成分Ｉ信号と直交成分Ｑ信号を複素信号
として合成し、振幅抽出器８５に出力する。振幅抽出器８５は、供給された信号から振幅
信号を抽出し、アイセンタ測定器８６に出力するとともに、ゼロクロス点測定器９０に出
力する。
【００２９】
アイセンタ測定器８６は、タイミング信号発生回路３３より供給されたピークタイミング
信号のタイミングで、振幅抽出器８５より供給された振幅信号のレベル（符号判定点（ア
イパターン観測において、アイの開いているところ）のレベル）を測定し、増幅器８７に
出力するとともに、減算器９１に出力する。
【００３０】
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ゼロクロス点測定器９０は、タイミング信号発生回路３３より供給されたゼロクロスタイ
ミング信号のタイミングを用いて、振幅抽出器８５より供給された振幅信号のレベル（符
号変化点（ゼロクロス点）のレベル）を測定し、減算器８８に出力するとともに減算器９
１に出力する。
【００３１】
増幅器８７は、アイセンタ測定器８６より供給された信号を増幅し、減算器８８に出力す
る。減算器８８は、ゼロクロス点測定器９０より供給された符号変化点のレベルの信号か
ら、増幅器８７より供給された符号判定点のレベルの信号を減算し、逆数生成器８９に出
力する。逆数生成器８９は、供給された信号の逆数を生成し、乗算器９２に出力する。
【００３２】
減算器９１は、アイセンタ測定器８６より供給された符号判定点のレベルの信号から、ゼ
ロクロス点測定器９０より供給された符号変化点のレベルの信号を減算し、乗算器９２に
出力する。
【００３３】
乗算器９２は、逆数生成器８９より供給された信号と減算器９１より供給された信号を乗
算し、 dB変換器９３に出力する。 dB変換器９３は、供給された信号をデシベル単位の信号
に変換し、表示回路３５に出力するとともにマイコン４０に出力する。
【００３４】
図６は、アイセンタ測定器８６の構成例を表している。図５の振幅抽出器８５より出力さ
れた信号は、スイッチ１００を介して乗算部１０１に入力される。図３のタイミング信号
発生回路３３より供給されたピークタイミング信号は、スイッチ１００をオンまたはオフ
させる。乗算部１０１は、供給された信号を２乗し、増幅部１０２に出力する。増幅部１
０２は、供給された信号を増幅し、加算部１０３に出力する。加算部１０３は、増幅部１
０２より供給された信号と増幅部１０５より供給された信号を加算し、遅延部１０４に出
力するとともに、図５の増幅器８７に出力する。
【００３５】
遅延部１０４は、供給された信号を所定の遅延量（１サイクル分）だけ遅延し、増幅部１
０５に出力する。増幅部１０５は、供給された信号を増幅し、加算部１０３に出力する。
すなわち、加算部１０３、遅延部１０４、および増幅部１０５により積分処理が行われる
。
【００３６】
図７は、ゼロクロス点測定器９０の構成例を表している。図５の振幅抽出器８５より出力
された信号は、スイッチ１１０を介して乗算部１１１に入力される。図３のタイミング信
号発生回路３３より供給されたゼロクロスタイミング信号は、スイッチ１１０をオンまた
はオフさせる。乗算部１１１は、供給された信号を２乗し、増幅部１１２に出力する。増
幅部１１２は、供給された信号を増幅し、加算部１１３に出力する。加算部１１３は、増
幅部１１２より供給された信号と増幅部１１５より供給された信号を加算し、遅延部１１
４に出力するとともに、図５の減算器８８および減算器９１に出力する。
【００３７】
遅延部１１４は、供給された信号を所定の遅延量（１サイクル分）だけ遅延し、増幅部１
１５に出力する。増幅部１１５は、供給された信号を増幅し、加算部１１３に出力する。
すなわち、加算部１１３、遅延部１１４、および増幅部１１５により積分処理が行われる
。
【００３８】
このように、アイセンタ測定器８６とゼロクロス点測定器９０は、サンプリングするタイ
ミングが異なるだけで、その構成は同一とされている。
【００３９】
図８は、図３のキャリア再生回路３６の構成例を表している。図４のシンボルクロック生
成回路３２のインタポレータ５１より供給された補間信号は、分離器１２１および遅延器
１２５に入力される。分離器１２１は、供給された信号を同相成分Ｉ信号と直交成分Ｑ信
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号に分離し、同相成分Ｉ信号を LPF１２２に出力し、直交成分Ｑ信号を LPF１２３に出力す
る。 LPF１２２は、供給された同相成分Ｉ信号の高域周波数成分を除去し、低域周波数成
分をコスタスループ器１２４に出力する。 LPF１２３は、供給された直交成分Ｑ信号の高
域周波数成分を除去し、低周波数成分をコスタスループ器１２４に出力する。
【００４０】
コスタスループ器１２４（詳細は、図９を参照して後述する）は、供給された信号から逆
相の位相誤差を含むキャリアを生成する。乗算器１２６は、コスタスループ器１２４より
供給された逆相の位相誤差信号を含むキャリアと、遅延器１２５により所定の遅延時間（
分離器１２１、 LPF１２２、 LPF１２３、およびコスタスループ器１２４の処理時間に対応
する時間）だけ遅延された信号を乗算して、位相誤差成分が相殺されたキャリアを生成し
、分離器１２７に出力する。分離器１２７は、供給された信号を同相成分Ｉ信号と直交成
分Ｑ信号に分離し、分離した同相成分Ｉ信号をナイキストフィルタ１２８に出力するとと
もに、直交成分Ｑ信号をナイキストフィルタ１２９に出力する。ナイキストフィルタ１２
８とナイキストフィルタ１２９は、供給された信号をフィルタ処理し、図３のデータ判定
回路３７に出力する。
【００４１】
図９は、コスタスループ器１２４の構成例を表している。図８の LPF１２２および LPF１２
３より供給された同相成分Ｉ信号と直交成分Ｑ信号は、合成部１４１に供給される。合成
部１４１は、供給された同相成分Ｉ信号と直交成分Ｑ信号を複素信号として合成し、乗算
部１４２に出力する。乗算部１４２は、供給された信号を２乗し、乗算部１４３に出力す
る。
【００４２】
乗算部１４３は、乗算部１４２より供給された信号と位相反転部１５９より供給された信
号を乗算し、その位相誤差にあたる位相誤差信号を含むキャリアを位相抽出部１４４に出
力する。位相抽出部１４４は、乗算部１４３より供給された複素信号から位相成分を抽出
し、増幅部１４６に出力するとともに、増幅部１４７に出力する。
【００４３】
増幅部１４６は、マイコン４０より供給される制御信号により増幅率が制御される位相抽
出部１４４より供給された位相信号を増幅し、加算部１５０に出力する。増幅部１４７も
、マイコン４０より供給される制御信号により増幅率が制御されるようになされており、
位相抽出部１４４より供給された位相信号を増幅し、加算部１４８に出力する。加算部１
４８は、増幅部１４７より供給された信号と遅延部１４９により所定の遅延量（１シンボ
ル分）だけ遅延された信号を加算し（増幅部１４７の出力を積分し）、遅延部１４９と加
算部１５０に出力する。なお、遅延部１４９は、マイコン４０より供給される制御信号に
より初期位相が制御されるようになされている。
【００４４】
加算部１５０は、増幅部１４６より供給された位相信号と、加算部１４８より供給された
位相信号を加算し、加算部１５２に出力する。増幅部１４６、増幅部１４７、加算部１４
８、遅延部１４９、および加算部１５０により、ラングリード型のループフィルタ１４５
が構成されている。
【００４５】
加算部１５２は、加算部１５０より供給された信号（ループフィルタ１４５より供給され
た信号）と、遅延部１５４により所定の遅延量（１シンボル分）だけ遅延された信号を加
算し、モジュロ部１５３に出力する。モジュロ部１５３は、加算部１５２より供給された
位相信号を０乃至２πの範囲の値に変換し、遅延部１５４と遅延部１５５に出力する。遅
延部１５５は、供給された位相信号を１シンボル分だけ遅延した後、変換部１５６に出力
する。変換部１５６は、供給された位相信号を複素信号に変換した後、位相反転部１５７
と乗算部１５８に出力する。加算部１５２、モジュロ部１５３、遅延部１５４、遅延部１
５５、および変換部１５６により、 VCO（ Voltage Controlled Oscillator）１５１が構成
されている。
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【００４６】
位相反転部１５７は、供給された位相信号の位相を反転し、図８の乗算部１２６に出力す
るとともに、乗算部１５８に出力する。乗算部１５８は、変換部１５６より供給された位
相信号を２乗し、位相反転部１５９に出力する。位相反転部１５９は、供給された位相信
号の位相を反転し、乗算部１４３に出力する。
【００４７】
図１０は、図３のユニークワード検出回路３８の構成例を表している。データ判定回路３
７より供給された信号は、 QASKデマッピング器１７１に供給される。 QASKデマッピング器
１７１は、供給された信号をデマッピング処理し、ユニークワード検出器１７２に供給す
るするとともに、遅延器１７３に供給する。
【００４８】
ユニークワード検出器１７２は、予め、ユニークワードＷ２が設定されており、この値と
、 QASKデマッピング器１７１より供給された信号との相関を演算し、その相関値を相関値
合成器１７５に出力する。
【００４９】
一方、遅延器１７３は、供給された信号を所定の遅延量（ユニークワードＷ１とユニーク
ワードＷ２の距離に対応する時間）だけ遅延し、ユニークワード検出器１７４に供給する
。
【００５０】
ユニークワード検出器１７４は、予め、ユニークワードＷ１が設定されており、この値と
、遅延器１７３より供給された信号との相関を演算し、その相関値を相関値合成器１７５
に出力する。
【００５１】
相関値合成器１７５は、ユニークワード検出器１７２とユニークワード検出器１７４から
の相関値を合成（加算）し、その値が所定の閾値以上となったとき、ユニークワードを検
出したことを示す検出信号を図３のフレーム同期検出回路３９に出力する。すなわち、ユ
ニークワード検出器１７２とユニークワード検出器１７４で、それぞれユニークワードＷ
２とユニークワードＷ１が検出されたとき、検出信号が相関値合成器１７５に出力される
。なお、相関値合成器１７５は、検出信号を出力したとき、リセットされるようになされ
ている。
【００５２】
次に、送信装置１、伝送路２、および受信装置３の動作について説明する。まず、送信装
置１の動作について説明する。送信する信号は、スイッチ１１に供給される。ユニークワ
ード生成部１２はユニークワードＷ１を生成し、スイッチ１１に供給する。スイッチ１１
は、まず、ユニークワード生成部１２より供給されるユニークワードＷ１を選択し、ユニ
ークワードＷ１をスイッチ１３に出力する。スイッチ１３は、供給されたユニークワード
Ｗ１を選択し、畳み込み符号化部１５に供給する。次に、スイッチ１１は、入力された TM
CC信号を選択し、スイッチ１３を介して畳み込み符号化部１５に出力する。さらに、スイ
ッチ１３は、ユニークワード生成部１４で生成されたユニークワードＷ２を選択し、畳み
込み符号化部１５に出力する。
【００５３】
畳み込み符号化部１５は、供給されたユニークワードＷ１、 TMCC、およびユニークワード
Ｗ２に、符号率 1/2の畳み込み符号化処理を施し、 QASKマッピング部１６に供給する。 QAS
Kマッピング部１６は、畳み込み符号部１５より供給されたデータを、所定の信号にマッ
ピング変調し、その同相成分Ｉ信号と直交成分Ｑ信号を QAM変調部１７にそれぞれ出力す
る。 QAM変調部１７は、供給された同相成分Ｉ信号と直交成分Ｑ信号を QAM変調し、ナイキ
ストフィルタ１８に供給する。ナイキストフィルタ１８は、供給された信号をフィルタ処
理し、直交変調部１９に供給する。直交変調部１９は、供給された信号を直交変調し、 RF
信号を生成して伝送路２に出力する。
【００５４】
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図２の伝送路２の乗算部２１は、供給された信号に周波数オフセットを乗算し、加算部２
２に出力する。加算部２２は、供給された信号にノイズを加算し、受信装置３に送信する
。
【００５５】
次に、受信装置３の動作について図１１のフローチャートを用いて説明する。受信された
信号は、 AGC３１に供給される。 AGC３１は、供給された信号の振幅を一定にし、シンボル
クロック生成回路３２に出力する。
【００５６】
ステップＳ１において、シンボルクロック生成回路３２は、 AGC３１より供給された信号
のシンボルの位相に同期させ、シンボルクロックを生成する。すなわち、 AGC３１よりシ
ンボルクロック生成回路３２に供給された信号は、図４のインタポレータ５１に供給され
る。インタポレータ５１は、 AGC３１より供給される信号とタイミングコントローラ６６
より供給されるシンボルポジションに同期して補間し、補間信号を生成し、 C/Nメータ３
４に出力するとともに、誤差検出器５２の分離部５３に出力する。
【００５７】
分離部５３は、インタポレータ５１より供給された信号を、同相成分Ｉ信号と直交成分Ｑ
信号に分離し、同相成分Ｉ信号を加算部５４および遅延部５５に出力し、直交成分Ｑ信号
を加算部５８および遅延部５９に出力する。
【００５８】
加算部５４は、分離部５３より供給された同相成分Ｉ信号と遅延部５５により所定の１シ
ンボル分だけ遅延された信号を加算し、平均値生成部５６に出力する。平均値生成部５６
は、供給された信号の平均値を生成し、乗算部５７に出力する。乗算部５７は、供給され
た信号を２乗し、加算部６２に出力する。
【００５９】
加算部５８は、分離部５３より供給された直交成分Ｑ信号と遅延部５９により１シンボル
分だけ遅延された信号を加算し、平均値生成部６０に出力する。平均値生成部６０は、供
給された信号の平均値を生成し、乗算部６１に出力する。乗算部６１は、供給された信号
を２乗し、加算部６２に出力する。
【００６０】
加算部６２は、乗算部５７および乗算部６１より供給された信号を加算し、減算部６３に
出力するとともに、遅延部６４に出力する。減算部６３は、加算部６２より供給された信
号から、遅延部６４により１シンボル分だけ遅延された信号を減算し、その誤差信号を LP
F６５に出力する。この誤差信号は、誤差検出器５２に供給された補間信号のシンボル位
置のずれに対応した誤差信号となっている。
【００６１】
LPF６５は、供給された信号の高域周波数成分を除去し、低域周波数成分を通過し、タイ
ミングコントローラ６６に出力する。タイミングコントローラ６６は、供給された信号か
らシンボルポジションを生成し、タイミング信号発生回路３３に出力するとともに、イン
タポレータ５１に出力する。
【００６２】
タイミング信号発生回路３３は、供給されたシンボルポジションに基づいて、ピークタイ
ミング信号およびゼロクロスタイミング信号を生成し、ピークタイミング信号を図５の C/
Nメータ３４のアイセンタ測定器８６に出力するとともに、ゼロクロスタイミング信号を
図５の C/Nメータ３４のゼロクロス点測定器９０に出力する。
【００６３】
ステップＳ２において、 C/Nメータ３４は、タイミング信号発生回路３３より供給された
ゼロクロスタイミング信号、ピークタイミング信号、およびシンボルクロック生成回路３
２より供給された補間信号から C/N比を計測する。すなわち、シンボルクロック生成回路
３２より供給された補間信号は、 C/Nメータ３４の分離器８１に供給される。分離器８１
は、供給された信号を同相成分Ｉ信号と直交成分Ｑ信号に分離し、同相成分Ｉ信号をナイ
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キストフィルタ８２に出力し、直交成分Ｑ信号をナイキストフィルタ８３に出力する。ナ
イキストフィルタ８２は、供給された同相成分Ｉ信号をフィルタ処理し、合成器８４に出
力する。ナイキストフィルタ８３は、供給された直交成分Ｑ信号をフィルタ処理し、合成
器８４に出力する。合成器８４は、供給された同相成分Ｉ信号と直交成分Ｑ信号を複素信
号として合成し、振幅抽出器８５に出力する。振幅抽出器８５は、供給された信号から振
幅を抽出し、アイセンタ測定器８６に出力するとともに、ゼロクロス点測定器９０に出力
する。
【００６４】
アイセンタ測定器８６に供給された、振幅抽出器８５からの振幅信号は、スイッチ１００
を介して乗算部１０１に供給される。スイッチ１０１は、図３のタイミング信号発生回路
３３からのピークタイミング信号に基づいてオンされる。従って、乗算部１０１には、振
幅抽出器８５より供給された振幅信号が、タイミング信号発生回路３３より供給されたピ
ークタイミング信号のタイミングで供給される。乗算部１０１は、供給された信号を２乗
し、増幅部１０２に出力する。増幅部１０２は、供給された信号を増幅し、加算部１０３
に出力する。加算部１０３は、増幅部１０２より供給された信号と増幅部１０５より供給
された信号を加算し、遅延部１０４に出力するとともに、図５の増幅器８７に出力する。
加算部１０３から出力された信号は、符号判定点のレベルを示す信号となっている。なお
、増幅部１０５より供給された信号は、遅延部１０４により所定の遅延量（１サンプル分
）だけ遅延され、増幅部１０５により増幅されたものである。
【００６５】
一方、ゼロクロス点測定器９０に供給された、振幅抽出器８５からの振幅信号は、スイッ
チ１１０を介して乗算部１１１に供給される。スイッチ１１０は、図３のタイミング信号
発生回路３３からのゼロクロスタイミング信号に基づいてオンされる。従って、乗算部１
１１には、振幅抽出器８５より供給された振幅信号が、タイミング信号発生回路３３より
供給されたゼロクロスタイミング信号のタイミングで供給される。乗算部１１１は、供給
された信号を２乗し、増幅部１１２に出力する。増幅部１１２は、供給された信号を増幅
し、加算部１１３に出力する。加算部１１３は、増幅部１１２より供給された信号と増幅
部１１５より供給された信号を加算し、遅延部１１４に出力するとともに、図５の減算器
８８と減算器９１に出力する。加算部１１３から出力された信号は、符号変化点のレベル
を示す信号となっている。なお、増幅部１１５より供給された信号は、遅延部１１４によ
り所定の遅延量（１サンプル分）だけ遅延され、増幅部１１５により増幅されたものであ
る。
【００６６】
　ここで、例えば、ノイズがない場合の符号判定点の電力をＣ＝ｂ s0とし、符号変化点の
電力をａＣ＝ｂ i0とする。なお、ａは、十分長いエネルギー拡散された信号の場合、変調
方式に依存するが一定値となる。このような場合、ノイズが加わったときの符号判定点の
電力は、 となり、符号変化点の電力は、 となる。アイセンタ測
定器８６からは、符号変化点の電力信号ｂ sが出力され、ゼロクロス点測定器９０からは
、符号変化点の電力信号ｂ iが出力されることになる。なお、ａとしては、例えば数値 0.8
375が用いられる。
【００６７】
図６のアイセンタ測定器８６の加算部１０３より出力された符号判定点電力信号ｂ sは、
図５の増幅器８７に供給される。増幅器８７は、供給された信号を 0.8375倍（＝ａ）に増
幅し、電力信号 0.8375×ｂ sを加算部８８に出力する。
【００６８】
また、図７のゼロクロス点測定器９０の加算部１１３より出力された信号は、図５の減算
器９１に供給されるとともに、減算器８８に供給される。減算器９１は、供給された符号
判定点電力信号ｂ sから符号変化点電力信号ｂ iを減算し、電力信号 (bs-bi)を乗算器９２
に出力する。
【００６９】
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減算器８８は、ゼロクロス点測定器９０より供給された符号変化点電力信号ｂ iから、増
幅器８７より供給された符号判定点電力信号 0.8375×ｂ sを減算し、電力信号 (bi-0.8375
× bs)を生成して、逆数生成器８９に出力する。
【００７０】
逆数生成器８９は、供給された電力信号 (bi-0.8375× bs)の逆数を生成し、電力信号 1/(bi
-0.8375× bs)を乗算器９２に出力する。
【００７１】
乗算器９２は、逆数生成器８９より供給された電力信号 1/(bi-0.8375× bs)と減算器９１
より供給された電力信号 (bs-bi)を乗算し、電力信号 (bs-bi)/(bi-0.8375× bs)を生成し、
dB変換器９３に出力する。 dB変換器９３は、供給された信号をデシベル単位の信号に変換
し、表示回路３５に出力するとともに、マイコン４０に出力する。
【００７２】
表示回路３５は、供給された信号を表示する。図１６を参照して後述するが、 C/Nメータ
３４からの出力と C/N比とは１対１に対応しており、 C/Nメータ３４からの出力により C/N
比が推定できる。
【００７３】
ステップＳ３において、マイコン４０は、 C/Nメータ３４より供給された信号を予め設定
している閾値と比較し、閾値との差が予め設定している基準値以上であるか否かを判定し
、基準値以下である場合、ステップＳ４に進み、マイコン４０は、キャリア再生回路３６
を制御し、周波数を掃引してキャリア同期を実行させる。
【００７４】
すなわち、シンボルクロック再生回路３２のインタポレータ５１から出力された補間信号
は、図８のキャリア再生回路３６の分離器１２１および遅延器１２５に供給される。分離
器１２１は、供給された信号を同相成分Ｉ信号と直交成分Ｑ信号に分離し、同相成分Ｉ信
号を LPF１２２に出力し、直交成分Ｑ信号を LPF１２３に出力する。 LPF１２２は、供給さ
れた同相成分Ｉ信号の高域周波数成分を除去し、低域周波数成分をコスタスループ器１２
４に出力する。 LPF１２３は、供給された直交成分Ｑ信号の高域周波数成分を除去し、低
域周波数成分をコスタスループ器１２４に出力する。
【００７５】
遅延器１２５は、供給された信号を所定の遅延時間（分離器１２１、 LPF１２２、 LPF１２
３、およびコスタスループ器１２４の処理時間に対応する時間）だけ遅延し、乗算器１２
６に出力する。
【００７６】
LPF１２２および LPF１２３より供給された同相成分Ｉ信号と直交成分Ｑ信号は、図９のコ
スタスループ器１２４の合成部１４１に供給される。合成部１４１は、供給された同相成
分Ｉ信号と直交成分Ｑ信号を複素信号として合成し、乗算部１４２に出力する。乗算部１
４２は、供給された信号を２乗し、乗算部１４３に出力する。
【００７７】
乗算部１４３は、乗算部１４２より供給された信号と位相反転部１５９より供給された信
号を乗算し、その位相誤差にあたる位相誤差信号を位相抽出部１４４に出力する。位相抽
出部１４４は、乗算部１４３より供給された複素信号から位相信号を抽出し、増幅部１４
６に出力するとともに、増幅部１４７に出力する。
【００７８】
増幅部１４６は、位相抽出部１４４より供給された位相信号を、マイコン４０より供給さ
れた増幅率に基づいて増幅し、加算部１５０に出力する。増幅部１４７も、位相抽出部１
４４より供給された位相信号を、マイコン４０より供給された増幅率に基づいて増幅し、
加算部１４８に出力する。加算部１４８は、増幅部１４７より供給された信号と遅延部１
４９により所定の遅延量（１シンボル分）だけ遅延された信号を加算し、遅延部１４９と
加算部１５０に出力する。加算部１５０は、増幅部１４６より供給された位相信号と、加
算部１４８より供給された位相信号を加算し、加算部１５２に出力する。

10

20

30

40

50

(11) JP 3968546 B2 2007.8.29



【００７９】
加算部１５２は、加算部１５０より供給された信号と、遅延部１５４により所定の遅延量
（１シンボル分）だけ遅延された信号を加算し、モジュロ部１５３に出力する。モジュロ
部１５３は、加算部１５２より供給された位相信号を０乃至２πの範囲の値に変換し、遅
延部１５４と遅延部１５５に出力する。遅延部１５５は、供給された位相信号を１シンボ
ル分だけ遅延した後、変換部１５６に出力する。変換部１５６は、供給された位相信号を
複素信号に変換した後、位相反転部１５７と乗算部１５８に出力する。位相反転部１５７
は、供給された位相信号の位相を反転し、図８の乗算部１２６に出力するとともに乗算部
１５８に出力する。なお、位相反転部１５９より乗算部１４３に供給される信号は、変換
部１５６より供給された信号が、乗算部１５８で２乗され、位相反転部１５９で位相が反
転されたものである。
【００８０】
図８の乗算器１２６は、コスタスループ器１２４より供給されたキャリアの周波数誤差信
号と遅延器１２５により所定の時間だけ遅延された信号を乗算し、分離器１２７に出力す
る。分離器１２７に出力された信号は、位相の誤差が除去されたキャリアとなっている。
分離器１２７は、供給された信号を同相成分Ｉ信号と直交成分Ｑ信号に分離し、同相成分
Ｉ信号をナイキストフィルタ１２８に出力するとともに、直交成分Ｑ信号をナイキストフ
ィルタ１２９に出力する。ナイキストフィルタ１２８とナイキストフィルタ１２９は、供
給された信号をフィルタ処理し、図３のデータ判定回路３７に出力する。
【００８１】
データ判定回路３７の動作について、図１２を用いて説明する。図１２は、 BPSK変調方式
シンボルマッピングを表している。データ判定回路３７には、予め、同相成分Ｉと直交成
分Ｑの組（Ｉ，Ｑ）に対する閾値が設けられている。例えば、同相成分Ｉ信号に対して閾
値１８０（直線１８０が示す閾値）が設定されている。データ判定回路３７は、供給され
た同相成分Ｉ信号が、例えば、予め設定されている閾値１８０よりも大きい場合（すなわ
ち、同相成分Ｉが０より大きい場合）、シンボル［０］を検出したと判定し、検出したシ
ンボルを復調し、図１０のユニークワード検出回路３８に出力する。また、図８のキャリ
ア再生回路３６のナイキストフィルタ１２９より供給された同相成分Ｑ信号が、例えば、
予め設定している閾値１８０よりも小さい場合（すなわち、同相成分Ｑが０より小さい場
合）、シンボル［１］を検出したと判定し、検出したシンボルを復調し、図１０のユニー
クワード検出回路３８に出力する。
【００８２】
図３のデータ判定回路３７から出力された信号は、図１０のユニークワード検出回路３８
の QASKデマッピング器１７１に供給される。 QASKデマッピング器１７１は、供給された信
号をデマッピング処理し、ユニークワード検出器１７２に供給するとともに、遅延器１７
３に供給する。
【００８３】
ユニークワード検出器１７２は、予め、ユニークワードＷ２が設定されており、この値と
、 QASKデマッピング器１７１より供給された信号との相関を演算し、その相関値を相関値
合成器１７５に出力する。
【００８４】
一方、遅延器１７３は、供給された信号を所定の遅延量（ユニークワードＷ１とユニーク
ワードＷ２の距離に対応する分）だけ遅延し、ユニークワード検出器１７５に出力する。
【００８５】
ユニークワード検出器１７３は、予め、ユニークワードＷ１が設定されており、この値と
、 QASKデマッピング器１７１より供給された信号との相関を演算し、その相関値を相関値
合成器１７５に出力する。
【００８６】
相関値合成器１７５は、ユニークワード検出器１７２とユニークワード検出器１７４から
の相関値を合成（加算）し、その値が所定の閾値以上となったとき、ユニークワードを検
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出したことを示す検出信号を図３のフレーム同期検出回路３９に出力する。すなわち、ユ
ニークワード検出器１７２とユニークワード検出器１７４でそれぞれユニークワードＷ２
とユニークワードＷ１が検出されたとき、検出信号が相関値合成器１７５に出力される。
【００８７】
ここで、ユニークワード検出器１７２およびユニークワード検出器１７４の動作を図１３
を用いて詳細に説明する。まず、ユニークワード検出器１７２に供給される信号について
説明する。この信号は、図１３（Ａ）に示すように、１フレームが９６ビットで構成され
、最初の１６ビット（ TAB１）または最後の１６ビット（ TAB２）の位置に、図１３（Ｂ）
に示すように、それぞれユニークワードＷ１またはユニークワードＷ２が配置される。具
体的には、８つのフレームにより構成されるスーパーフレームのうち、フレームの先頭の
TAB１には、ユニークワードＷ１が配置され、後部の TAB２には、ユニークワードＷ２が配
置される。但し、残りの７フレームにおいては、 TAB１にユニークワードＷ１が配置され
るが、 TAB２には、ユニークワードＷ３が配置される。なお、この例においては、ユニー
クワードｗ１として値（１Ｂ９５）が設定され、ユニークワードＷ２として値（Ａ３４０
）が設定され、ユニークワードＷ３として値（５ＣＢＦ）が設定されている（いずれも１
６進表記）。６４ビットのデータとしては、変調方式や符号化率等の伝送情報を含む TMCC
が配置されている。
【００８８】
図１３（Ｃ）は、符号化率 1/2の畳み込み符号処理が施されている信号を表している。但
し、先頭の４ビットは、前段の信号の最後の４ビットである。この４ビットを除く信号は
、畳み込み符号化されているため、合計１９２ビットの信号とされている。このうちのユ
ニークワードＷ１とユニークワードＷ２にあたる部分（３２ビット）のそれぞれの先頭の
１２ビットは、畳み込み符号化の際に前段のビットと併せて符号化されているため、ユニ
ークワードとして用いることができない。したがって、ユニークワードとしては、残りの
２０ビットが用いられており、ユニークワードＷ１の先頭のビットと、ユニークワードＷ
２の先頭のビットとは、１６０ビット分離れている（このビット数に対応する遅延が、図
１０の遅延器１７３により与えられる）。
【００８９】
　次に、例えば、図１３（Ｃ）に示した信号が供給されているものとして、ユニークワー
ド検出器１７２およびユニークワード検出器１７４の動作について説明する。ユニークワ
ード検出器１７２には、２０ビットのユニークワードＷ２が予め設定されている。そして
、ユニークワード検出器１７４は、供給される信号との相関を１ビットづつ演算し、一致
したとき１、一致しなかったとき を、相関値合成器１７５に出力する。例えば、演算
した相関値が１８の場合、相関値１８が相関値合成器１７５に出力される。
【００９０】
一方、ユニークワード検出器１７４に供給される信号は、ユニークワード検出器１７２に
供給される信号よりもユニークワードＷ２とユニークワードＷ１の距離（具体的には１６
０ビット）に対応する分だけ遅延され供給されている。これにより、ユニークワード検出
器１７２にユニークワードＷ２が入力されるタイミングにおいて、ユニークワード検出器
１７４に、ユニークワードＷ１が入力されることになる。そして、ユニークワード検出器
１７４は、供給される信号との相関を１ビットづつ演算し、一致したとき１、一致しなか
ったとき－１を相関値合成器１７５に出力する。例えば、演算した相関値が１８の場合、
相関値１８が相関値合成器１７５に出力される。
【００９１】
相関値合成器１７５は、ユニークワード検出器１７２とユニークワード検出器１７４から
の相関値を合成（加算）し、その値が所定の閾値以上となったとき、ユニークワードを検
出したことを示す検出信号を図３のフレーム同期検出回路３９に出力する。すなわち、ユ
ニークワード検出器１７２とユニークワード検出器１７４でそれぞれユニークワードＷ２
とユニークワードＷ１が検出されたとき、検出信号が相関値合成器１７５に出力される。
これにより、 BPSK変調、 QPSK変調信号または８ PSK変調信号を復調するための時間基準（
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同期信号）が得られたことになる。
【００９２】
図１１に戻って、ステップＳ５において、フレーム同期検出回路３９は、供給された信号
からフレームが同期しているか否かを検出し、その検出結果をマイコン４０に出力する。
このフレーム同期検出回路３９の処理の詳細は、図１４のフローチャートに表されている
。すなわち、図１４のステップＳ２１において、フレーム同期検出回路３９は、ユニーク
ワード検出回路３８より検出信号が入力されたか否かを判定する。ステップＳ２１におい
て、検出信号が入力されたと判定された場合、ステップＳ２２に進む。
【００９３】
ステップＳ２２において、フレーム同期検出回路３９は、ユニークワード検出回路３８よ
り検出信号が３回連続して入力されたか否かを判定する。検出信号が３回連続して入力さ
れた場合、ステップＳ２３において、フレーム同期検出信号をマイコン４０に出力してス
テップＳ２４に移る。検出信号が３回連続して入力されなかった場合、ステップＳ２４の
処理はスキップされ、ステップＳ２５に移る。このように、検出信号が３回連続して入力
されたか否かを判定することにより、検出信号の入力の有無を判定するのは、誤検出率を
減少する事と誤って同期はずれするのを保護するためである。
【００９４】
図１１に戻って、ステップＳ５において、マイコン４０は、フレーム同期検出回路３９よ
り供給された検出結果より、フレーム同期しているか否かを判定し、フレーム同期してい
ると判定した場合、処理を終了し、フレーム同期していないと判定した場合、ステップＳ
６において、キャリア再生回路３６に、周波数のステップ幅を変化させる信号を出力する
（図９のコスタスループ器１２４の初期値を変更する）。この処理は、ステップＳ５で、
フレーム同期したと判定されるまで繰り返される。
【００９５】
ステップＳ５において、フレーム同期していると判定された場合、キャリア再生回路３６
は、マイコン４０より供給された周波数のステップ幅でキャリアを再生し、データ判定回
路３７に出力する（キャリア再生回路３６の詳細な処理は、上述した場合と同様であるの
で省略する）。
【００９６】
一方、ステップＳ３において、マイコン４０は、 C/Nメータ３４より供給された信号と予
め設定している閾値との差が、予め設定している基準値以上であると判定した場合、ステ
ップＳ７において、マイコン４０は、キャリア再生回路３６に、掃引する周波数の誤差０
およびループの雑音帯域幅を初期値に戻す信号を出力する（図９の増幅部１４６と増幅部
１４７の増幅率を所定の値に設定し、遅延部１４９に所定の初期値を設定する）。キャリ
ア再生回路３６は、供給された初期値の周波数の誤差および雑音帯域幅でキャリアを再生
し、データ判定回路３７に出力する（キャリア再生回路３６の詳細な処理は、上述した場
合と同様であるので省略する）。
【００９７】
データ判定回路３７は、キャリア再生回路３６より供給された信号を、予め設定している
閾値に基づいて、シンボルを検出できたか否かを判定し、シンボルを検出できたと判定し
た場合、検出したシンボルを復調し、ユニークワード検出回路３８に出力する（データ判
定回路３７の詳細な処理は、上述した場合と同様であるので省略する）。
【００９８】
ユニークワード検出回路３８は、供給された信号からユニークワードを検出し、相関値を
合成して、その値が所定の閾値以上となったとき、ユニークワードを検出したことを示す
検出信号をフレーム同期検出回路３９に出力する（ユニークワード検出回路３８の詳細な
処理は、上述した場合と同様であるので省略する）。
【００９９】
フレーム同期検出回路３９は、供給された信号からフレームが同期しているか否かを検出
し、その検出結果をマイコン４０に出力する（フレーム同期検出回路３９の詳細な処理は

10

20

30

40

50

(14) JP 3968546 B2 2007.8.29



、上述した場合と同様であるので省略する）。
【０１００】
ステップＳ８において、マイコン４０は、供給された検出結果から、フレームに同期して
いるか否かを判定し、フレームに同期していると判定されるまで、ステップＳ８に待機し
、フレームに同期していると判定された場合、処理を終了する。
【０１０１】
以上のように、図３の受信装置３によれば、シンボル同期を捕った後に、符号判定点と符
号変化点のレベル差を検出するようにしたので、 C/N比を推定することができる。
【０１０３】
　 横軸に C/N比をとり、縦軸に C/Nメータ３４の出力をとって表したものであり
、変調方式を BPSK変調、 8PSK変調が混在（ただしデータがすべて 8PSK変調されている）し
たときの特性が示されている。上述したように、 C/N比と C/Nメータ３４からの出力の関係
は、変調方式により曲線が上下するが、１対１に対応している。これより、 C/Nメータ３
４からの出力により C/N比が推定できることがわかる。
【０１０４】
なお、本明細書中において、システムの用語は、複数の装置、手段などにより構成される
全体的な装置を意味するものとする。
【０１０５】
また、本明細書中において、上記処理を実行するコンピュータプログラムをユーザに提供
する提供媒体には、磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭなどの情報記録媒体の他、インターネッ
ト、ディジタル衛星などのネットワークによる伝送媒体も含まれる。
【０１０６】
【発明の効果】
以上のように、請求項１に記載の情報処理装置、請求項２に記載の情報処理方法、および
請求項３に記載の提供媒体によれば、受信信号から符号判定点と符号変化点を検出するよ
うにしたので、信号の雑音を推定することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　送信装置１の構成例を示すブロック図である。
【図２】　伝送路２の構成例を示すブロック図である。
【図３】　本発明を適用した受信装置３の構成例を示すブロック図である。
【図４】　図３のシンボルクロック生成回路３２の構成例を示すブロック図である。
【図５】　図３の C/Nメータ３４の構成例を示すブロック図である。
【図６】　図５のアイセンタ測定器８６の構成例を示すブロック図である。
【図７】　図５のゼロクロス点測定器９０の構成例を示すブロック図である。
【図８】　図３のキャリア再生回路３６の構成例を示すブロック図である。
【図９】　図８のコスタスループ器１２４の構成例を示すブロック図である。
【図１０】　図３のユニークワード検出回路３８の構成例を示すブロック図である。
【図１１】　図３の受信装置３の動作を説明するフローチャートである。
【図１２】　図３のデータ判定回路３７の動作を説明する図である。
【図１３】　図３のユニークワード検出回路３８の動作を説明する図である。
【図１４】　図３のフレーム同期検出回路３９の動作を説明するフローチャートである。
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図１５は、

【図１５】 C/Nメータ３４の出力特性を示す図である。



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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